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新型コロナウイルス感染症の新規感染者数が増加傾向に転じ、第７波が終息しないうち

に、第８波の感染拡大が懸念されています。他方、危惧されていた季節性インフルエンザ

ウイルス感染症との同時流行については、１１月時点では、想定よりも低いレベルにとど

まっています。 

 

 

 

《健康だより》新型コロナが全国的に感染者増加 

 

感染拡大の推定される要因 

（新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード

資料による） 

・第４回接種の接種率が低調で（１１／１４

現在、９.７％）、国民に免疫が形成されて

いない。 

・（北海道や東北から感染再拡大が始まって

いることから）気温の低下により部屋の換

気が不十分となってきている。 

・行動制限の緩和（イベント等の入場制限撤

廃や声出しなど）や、中止されていたイベ

ントの再開。 

・旅行需要の回復や外食・会食機会の増加。 

・渡航制限の緩和や訪日外国人のワクチン

接種証明要件の緩和による訪日者増。 

冬季に向けての望ましい 

感染予防行動 

・室内では、常時換気または頻繁な換気を

心掛ける。また、密閉空間には立ち入ら

ない。 

・間近で会話や発声をする密接場面はで

きるだけ避け、やむを得ない場合は必ず

マスクを着用する。 

・多数が集まる密集場所へは近づかない。

やむを得ない場合は必ずマスクを着用す

る。 

・外食をする際は、パーティションなど安

全配慮された飲食店を選び、手消毒や黙

食を徹底する。 

・手洗い、せきエチケットを心掛ける。 

・（体調・体質の問題や医師による制限の

ない方は）第４回ワクチン接種を早めに

受ける。 


